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	2025年9月18日
	2026年度 戦略的研究プロジェクト 募集要項
	（１） 概要
	情報・システム研究機構では、新しい研究領域を生み出すような共同利用・共同研究の機会を全国の研究者に提供することをめざして、戦略的研究プロジェクトを募集します。
	当機構では、生命、地球、環境、社会などに関わる複雑な問題を「情報とシステム」という立場から捉え、分野の枠を超えた融合的研究、データ駆動型研究等に取り組んでいます。
	本募集では、こうした目標に沿った、大学共同利用機関として重点的に進めるべき、異分野間の連携を必要とする研究テーマ、当機構内の研究所間で連携して進める融合的、学際的研究テーマ、及びデータ基盤構築に関する研究テーマを募集します。また、共同研究の相手先が海外の大学、研究機関等の場合、「国際ワークショップ」「MoU締結に至る活動」「MoU締結後の活動」「国際共同研究」等の4つの活動による国際共同研究を通じて、機構の研究開発と事業の国際的競争力の向上、及び国際的連携の強化を目的としております。国際共同研究に...
	（２） 目的
	大学共同利用機関としての情報・システム研究機構が、その共同利用・共同研究を担う基盤的役割の強化のため、国際的な学術動向及び社会が求める役割・期待を踏まえて、各研究分野の成果を基礎に、単独の分野だけでは解決が難しい社会課題や研究テーマに対して、複数の分野で連携し、融合することにより貢献できる学際的研究を長期的な観点から育て、国内外の研究者・研究組織との連携をより一層推進することを目的とします。また、将来有望な国際共同研究が期待できるMoU締結・コンソーシアム形成に至る活動、MoU締結後の交流活動、M...
	（３） 募集要領
	①  募集プロジェクト
	☐地球規模課題・社会課題（喫緊の課題への対応）
	 研究プロジェクトは最長3年間となります。ただし、初年度は調査研究（FS: Feasibility Study）として、具体的な研究テーマについて、研究プロジェクトとしての実現可能性を調査・研究していただきます。単に網羅的に研究テーマを調査するような提案（エリア・サーベイ）は対象外です。
	 初年度の調査研究について、その成果を評価ならびに審査したうえで、本格的な研究に継続する価値があると判断される場合に限り、2年目以降の本研究に進む可能性があります。 なお、申請書には調査研究（FS）の1年間の研究計画をご記入ください。
	②  応募条件：
	 若手研究者（40歳未満）が代表者、あるいは研究体制に含まれていることを推奨します。「研計画書」内で選択してください。
	 研究代表者1名につき、応募できる課題は1件のみとします。
	2026年度に本研究1年目あるいは2年目を迎える研究代表者は応募できません。
	 以下の条件をすべて満たしていることが必要です。
	 研究代表者は、研究者番号を所有している研究者（研究教育職員・特任教員・特任研究員等）であること。平成30年度より募集範囲を当機構外にも拡大し、国立大学法人、公立大学、私立大学、高等専門学校、大学共同利用機関法人、国立研究開発法人、国立研究機関に所属する国内研究者が申請可能としています。
	 研究代表者が当機構に所属していない場合には、必ず当機構に所属する研究者が共同研究者に含まれること。また、当機構に所属する共同研究者のうち1名が予算執行責任者となること（予算執行責任者の役割については別紙参照）。本プロジェクト費用は、外部機関には経費の配分をいたしません。
	③ 研究期間
	 調査研究（FS）の期間は採択日から2026年度末までです。応募にあたっては、当初1年間の研究計画を記入してください。
	④ 提案内容の説明：
	以下の観点を考慮して、わかりやすく説明して下さい。
	１． 記述全般：専門用語には解説をつけるなど、専門分野の異なる審査委員にも内容が十分伝わるような記述を心がけて下さい。
	２． プロジェクトとしての意義：提案の意義や将来的な展望について具体的に説明してください。他分野の審査委員に対しても、提案の重要性が訴求できていることが、評価ポイントの1つになっています。
	３． 研究内容（用途）と必要経費内訳の対応が明確になるように記載して下さい。
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